
平
成
二
十
四
年
五
月
十
一
日
提
出

質

問

第

二

三

八

号

東
日
本
大
震
災
後
に
行
わ
れ
た
行
政
機
関
の
長
の
人
事
に
関
す
る
質
問
主
意
書提

出

者

浅

尾

慶

一

郎
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東
日
本
大
震
災
後
に
行
わ
れ
た
行
政
機
関
の
長
の
人
事
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
、
大
地
震
と
津
波
が
東
日
本
を
襲
い
、
一
万
六
千
名
に
及
ぶ
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
今
な
お
三
千

五
百
人
近
く
の
方
々
が
行
方
不
明
と
な
っ
て
お
り
、
爪
痕
は
未
だ
深
く
、
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
た
い
。

被
災
地
で
は
、
官
民
一
体
と
な
り
今
日
現
在
も
復
旧
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
復
興
を
成
し
遂
げ
る
に
は
、
政
治
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
公
務
員
の
専
門
性
の
発
揮
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、
現
政
権
の
人
事
に
一
部
こ
う
し
た
こ
と
と
逆
行
す
る
側

面
が
伺
え
る
。

当
方
の
調
査
に
よ
っ
て
、
震
災
後
間
も
な
い
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
付
け
で
就
任
し
た
仙
台
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
労

働
基
準
関
係
法
令
に
基
づ
く
監
督
指
導
、
司
法
事
件
処
理
、
災
害
調
査
、
未
払
賃
金
立
替
払
処
理
の
経
験
が
、
過
去
十
年
の
間

に
〇
件
ま
た
は
一
件
で
、
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
何
故
、
同
時
期
に
同
一
の
試
験
で
入
省
し
、
現
場
で
多

く
の
経
験
を
積
ん
だ
者
と
の
間
に
著
し
い
差
を
つ
け
て
ま
で
、
震
災
後
間
も
な
い
時
期
に
震
災
地
の
一
丁
目
一
番
地
で
あ
る
仙

台
労
働
基
準
監
督
署
長
に
こ
の
よ
う
な
未
経
験
者
を
据
え
た
の
か
。
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
は
、
選
任
し
た
理
由
と
し
て
、

「
多
角
的
な
見
地
で
対
応
で
き
る
」
、
「
被
災
地
域
の
各
種
要
望
を
把
握
し
、
連
絡
す
る
等
の
業
務
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
」

こ
と
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
真
意
を
糺
し
、
公
務
員
制
度
全
般
に
お
け
る
大
き
な
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
べ
き
と
判
断
さ
れ

一



る
。労

働
基
準
監
督
署
長
の
人
事
は
厚
生
労
働
省
の
専
権
事
項
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
慣
行
や
配
置
さ
れ
る
者
の
業
務

経
験
を
無
視
し
た
恣
意
的
な
運
用
を
許
す
趣
旨
で
は
な
く
、
一
部
の
幹
部
が
何
等
明
確
な
尺
度
が
示
さ
れ
な
い
「
知
識
」
と
い

う
基
準
で
人
事
を
決
定
し
て
良
い
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
事
は
現
場
の
著
し
い
士
気
低
下
を
招
く
だ
け
で
は
な
く
、

労
働
基
準
監
督
署
に
救
済
を
求
め
る
国
民
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

現
場
経
験
が
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
る
者
を
労
働
基
準
監
督
署
長
に
据
え
る
と
い
う
の
は
、
あ
た
か
も
航
海
の
経
験
の
殆
ど
無

い
者
を
、
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
の
船
長
に
据
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
震
災
地
で
あ
る
宮
城
県
で
、
震
災
後
間
も
な
い
平

成
二
十
三
年
七
月
一
日
に
こ
の
よ
う
な
人
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
信
じ
難
い
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
糺
す
べ
く
以
下
質
問
す
る
。

一

労
働
基
準
監
督
署
は
、
労
働
基
準
関
係
法
令
に
定
め
る
最
低
限
度
の
労
働
者
の
権
利
を
使
用
者
た
る
事
業
主
に
遵
守
さ
せ

る
た
め
に
、
事
業
主
に
監
督
指
導
を
行
い
、
監
督
指
導
に
従
わ
な
い
悪
質
な
事
業
主
に
司
法
処
分
を
含
め
た
厳
し
い
処
置
を

行
う
権
限
が
与
え
ら
れ
た
法
定
機
関
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、
こ
の
理
解
に
誤
り
は
あ
る
か
。

二

労
働
基
準
関
係
法
令
等
が
規
定
し
て
い
る
労
働
基
準
監
督
署
が
行
う
べ
き
業
務
は
、
監
督
指
導
業
務
、
司
法
事
件
処
理
業

二



務
、
災
害
調
査
業
務
、
未
払
賃
金
立
替
払
業
務
、
労
災
補
償
業
務
以
外
に
ど
の
よ
う
な
業
務
が
あ
る
か
。
法
令
等
の
形
式
的

な
記
載
で
は
な
く
、
「
国
民
視
点
に
立
っ
て
」
具
体
的
な
業
務
を
示
さ
れ
た
い
。

三

配
置
さ
れ
る
人
員
が
少
な
い
労
働
基
準
監
督
署
に
お
い
て
は
、
労
働
基
準
監
督
署
長
自
ら
が
、
前
記
二
の
監
督
指
導
や
災

害
調
査
等
を
行
っ
て
い
る
例
も
あ
る
と
聞
き
及
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
事
実
か
。

四

震
災
後
間
も
な
い
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
付
け
で
、
監
督
指
導
業
務
、
司
法
事
件
処
理
業
務
、
災
害
調
査
業
務
の
経
験

が
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
る
者
を
、
仙
台
労
働
基
準
監
督
署
長
に
就
け
た
理
由
は
何
か
。
「
経
験
」
と
回
答
す
る
の
で
あ
れ
ば

具
体
的
な
業
務
経
験
を
、
「
知
識
」
と
回
答
す
る
の
で
あ
れ
ば
昇
進
試
験
、
表
彰
、
研
修
の
実
績
な
ど
明
確
な
尺
度
を
示
さ

れ
た
い
。

五

仙
台
労
働
基
準
監
督
署
長
の
選
任
に
あ
た
っ
て
、

�

「
震
災
復
興
業
務
に
必
要
な
様
々
な
課
題
に
、
多
角
的
な
見
地
で
対
応
」
す
る
た
め
必
要
な
予
算
措
置
を
講
じ
、
法
整

備
を
行
う
の
は
厚
生
労
働
省
本
省
で
あ
り
、
労
働
基
準
監
督
署
は
厚
生
労
働
省
本
省
の
指
揮
命
令
の
下
で
、
そ
の
経
験
を

最
大
限
活
か
し
て
「
法
令
に
定
め
る
業
務
を
迅
速
か
つ
適
正
に
行
う
も
の
」
と
理
解
し
て
い
る
が
、
こ
の
理
解
に
誤
り
は

あ
る
か
。

三



�

�
の
前
提
に
立
て
ば
、
特
に
被
災
地
の
よ
う
な
混
乱
が
生
じ
て
い
る
現
場
に
お
い
て
労
働
基
準
監
督
署
長
に
求
め
ら
れ

る
能
力
は
、
予
算
措
置
を
講
じ
る
の
に
必
要
な
「
多
角
的
見
地
」
に
基
づ
く
政
策
的
な
判
断
で
は
な
く
、
労
働
基
準
関
係

法
令
の
履
行
確
保
の
た
め
の
監
督
指
導
や
災
害
調
査
等
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
「
実
地
調
査
」
の
能
力
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

に
乏
し
い
者
が
現
場
で
の
指
揮
監
督
を
行
う
と
な
れ
ば
、
適
正
か
つ
迅
速
な
国
民
の
救
済
が
阻
害
さ
れ
る
も
の
と
判
断
さ

れ
る
が
、
こ
の
見
解
に
誤
り
が
あ
る
か
。

�

仙
台
労
働
基
準
監
督
署
長
が
、
「
被
災
地
域
の
各
種
要
望
を
把
握
し
、
連
絡
す
る
等
の
業
務
は
全
て
行
う
必
要
が
あ
っ

た
」
の
で
あ
れ
ば
、
前
記
二
に
あ
げ
た
五
つ
の
業
務
又
は
こ
れ
に
関
連
す
る
業
務
以
外
に
、
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
以

降
今
日
ま
で
の
間
に
、
仙
台
労
働
基
準
監
督
署
は
ど
の
よ
う
な
要
望
を
把
握
し
、
ど
の
よ
う
な
機
関
に
連
絡
を
し
た
の
か

一
例
で
も
具
体
的
に
あ
げ
ら
れ
た
い
。
ま
た
こ
の
一
例
に
ど
の
よ
う
な
経
験
を
要
す
る
の
か
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

六

現
仙
台
労
働
基
準
監
督
署
長
と
同
時
期
ま
た
は
そ
の
一
年
前
に
同
一
の
試
験
を
受
け
て
入
省
し
た
者
で
宮
城
県
内
に
勤
務

す
る
者
が
、
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
六
日
の
時
点
で
、
石
巻
労
働
基
準
監
督
署
第
一
方
面
主
任
監
督
官
、
瀬
峰
労
働
基
準

監
督
署
長
等
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
署
の
規
模
や
そ
の
配
置
に
お
い
て
大
き
な
格
差
を
生
じ
て
い
る
が
、
こ
の
格
差
は
適
正

な
能
力
評
価
に
よ
る
も
の
と
解
し
て
良
い
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
石
巻
署
、
瀬
峰
署
に
配
置
し
た
二
名
は
、
こ
の
格
差
の

四



一
点
か
ら
の
み
判
断
す
れ
ば
能
力
評
価
が
低
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
二
名
を
両
署
の
主
要
な
ポ
ス
ト
に
就
け
る
理

由
は
何
か
。

七

同
一
の
試
験
を
受
け
て
採
用
さ
れ
た
国
家
公
務
員
に
つ
い
て
、
昇
進
試
験
、
表
彰
、
研
修
等
の
客
観
的
な
基
準
に
よ
ら

ず
、
そ
の
就
任
ポ
ス
ト
に
著
し
い
格
差
を
生
じ
さ
せ
て
ま
で
国
の
地
方
出
先
機
関
に
配
置
し
て
い
る
例
は
あ
る
か
。

八

労
働
基
準
監
督
署
長
の
人
事
は
、
厚
生
労
働
省
の
専
権
事
項
で
あ
る
と
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
慣
行
や
、
実
務
経
験
、
昇
進

試
験
、
表
彰
、
研
修
実
績
等
を
勘
案
せ
ず
に
行
わ
れ
て
も
、
何
等
問
題
は
な
い
か
、
総
務
省
の
見
解
如
何
。

九

震
災
地
で
あ
る
宮
城
県
内
の
労
働
基
準
監
督
署
長
に
お
い
て
は
、
親
類
縁
者
や
友
人
等
を
不
幸
に
も
亡
く
し
た
職
員
が
、

震
災
後
も
怯
ま
ず
職
務
を
遂
行
し
て
い
る
と
聞
き
及
ん
で
い
る
が
、
宮
城
県
や
そ
の
周
辺
で
長
年
監
督
業
務
の
経
験
を
積

み
、
宮
城
県
を
一
番
理
解
し
て
い
る
地
元
の
者
を
差
し
置
い
て
、
二
の
五
つ
の
業
務
の
経
験
が
著
し
く
乏
し
い
者
を
仙
台
労

働
基
準
監
督
署
長
に
配
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
震
災
地
の
職
員
の
理
解
が
得
ら
れ
、
震
災
復
興
の
一
助
に
な
る
と
政
府
は

考
え
て
い
る
の
か
、
明
確
に
回
答
さ
れ
た
い
。
も
と
よ
り
、
人
事
は
厚
生
労
働
省
の
専
権
事
項
で
あ
り
、
法
令
上
個
別
の
同

意
を
得
る
必
要
の
無
い
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
「
同
意
で
は
な
く
」
、
「
理
解
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
「
震
災
地
で
働
く

職
員
」
の
立
場
に
立
っ
て
、
「
血
の
通
っ
た
」
回
答
を
さ
れ
た
い
。

五



右
質
問
す
る
。

六


